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人見 次郎 
医学部・教

授 

血管炎症バイオマーカーの確

立と脳細動脈硬化予防への展

開 

頭蓋内動脈硬化の高精度

リスク評価・予防法の確立 

齋野 朝幸 
医学部・教

授 

微細脳血管・血管壁病変のバイ

オイメージング解析 

脳微細動静脈の収縮・拡

張機構の解明 

石垣 泰 
医学部・教

授 

糖尿病による脳血管病変・認知

機能障害の病態解明 

糖尿病による認知・精神機

能障害機序の解明 

大庭 英樹 
医学部・講

師 

7T MRIを用いた脳小血管病の

病態解明と予後評価 

脳小血管病の高精度リスク

評価・予防法の確立 

山内 広平 
医学部・教

授 

7T MRIによる中枢神経 SLE脳

微小血管病変の解析 

血管炎による高次脳機能

障害の予測・予防法の確

立 

佐藤 宏昭 
医学部・教

授 

突発性難聴における微細血行

障害の評価 

内耳微細血管障害の可視

化法と発症機序の解明 

佐藤 英一 
教養教育セ

ンター・教授 

エネルギー弁別 X線 CTによる

微細脳血管撮影 

脳微細動脈の超高解像度

可視化手法の開発 

駒野 宏人 
薬学部・教

授 

アンギオテンシンによる脳アミロ

イド血管障害制御の解析 

脳微細動脈のアミロイド障

害機構の解明 

小笠原 邦昭 
医学部・教

授 

高精度イメージングによる脳外

科治療後の認知機能変化の可

視化 

脳外科手術による認知機

能改善・悪化の予測・予防

法の確立 

坪井 潤一 医学部・助 無侵襲脳代謝計測による心大血 心大血管手術による認知機
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教 管術後認知機能障害の機構解

明 

能悪化の予測・予防法の確

立 

亀井 淳 
医学部・准

教授 

MRS-GABA 計測による早産・

低出生体重児の脳内生化学的

評価 

早産・低出生体重児の発

達障害の予測・予防法の

確立 

小山 理恵 
医学部・准

教授 

先進 MRI による脳奇形児の発

達障害予測と産後うつ病早期

発見 

脳奇形児発達障害・産後う

つ病の予測法の確立 

寺山 靖夫 
医学部・教

授 

複合的先進 MRI による早期認

知症・失調症の微細変化の検

出 

肝硬変による微細脳障害

検出と脳症発症予測法の

確立 

滝川 康裕 
医学部・教

授 

潜在性肝性脳症の画像的特徴

および物質代謝の解析 

肝硬変による微細脳障害

検出と脳症発症予測法の

確立 

大塚 耕太郎 
医学部・教

授 

高磁場 MRI による精神疾患の

診断能と薬剤反応性の検討 

うつ病、統合失調症の早

期診断法と薬効評価法の

確立 

別府 高明 
医学部・教

授 

7T MRI による一酸化炭素中

毒・脳腫瘍における白質損傷評

価法の確立 

一酸化炭素中毒・脳腫瘍

における白質障害の予測

法の確立 

山下 典生 
医学部・講

師 

3 次元マルチコントラスト画像に

よる包括的脳形態・信号変化解

析法の開発 

軽微な脳萎縮・信号異常

の包括的自動検出法の確

立 

佐々木 真理 
医学部・教

授 

MRI 次世代微細機能形態解析

法の開発と臨床応用 

種々の脳機能イメージン

グ・解析法の開発と実用化 

平 英一 
医学部・教

授 

人工甘味料による味覚刺激時

の脳活動変化と食行動との関

連 

人工甘味料による摂食異

常機序の解明と早期発見 

千葉 俊美 
歯学部・教

授 

機能性消化管障害・炎症性腸

疾患における脳腸相関の検討 

腸疾患における腸刺激後

脳活動による病態評価法

の確立 

柏 克彦 
医学部・教

授 

機能的 MRI による顔面神経損

傷の高次脳機能評価 

顔面神経麻痺の治療反応

性の予測法の確立 

佐原 資謹 
歯学部・教

授 

味覚・嗅覚刺激による情動発現

に関与する神経回路の解明 

味覚・嗅覚同時刺激による

情動発現機構解明と認知

症診断への応用 

小林 琢也 
歯学部・准

教授 

口腔機能の変化が高次脳機能

応答に及ぼす影響の検討 

歯欠損治療後の味覚 /認

知機能回復予測法の確立 

樋口 さとみ 
医学部・助

教 

超高磁場 MRI による高解像度

画像を用いた高次脳機能の解

明 

高画質全脳 fMRIによる網

羅的脳機能解析法の確立 

（共同研究機関等） 

工藤 與亮 

北海道大学

病院・准教

授 

磁化率 MRI による無侵襲脳酸

素代謝画像の開発と臨床応用 

PET に匹敵する高精度

MRI 脳循環代謝検査法の

確立 

宮内 哲 

(独 )情報通

信研究機構

未来 ICT 研

究所・総括

主任研究員 

fMRI・脳波同時計測による脳幹

神経核の機能解析 

覚醒水準に依存した脳幹・

辺縁系・大脳皮質機能結

合の解明 
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杉田 陽一 
早 稲 田 大

学・教授 

fMRI による感覚系の情報統合

の脳内メカニズムの解明 

複数の感覚情報統合機構

の解明と認知症早期診断

への応用 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

7T MRI を用いた脳小血

管病の病態解明と予後評

価 

医学部・講師 大庭 英樹 
脳小血管病の高精度リスク

評価・予防法の確立 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学部・助教 鳴海 新介 
脳小血管病の高精度リ

スク評価・予防法の確立 

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

機能的MRIによる顔面神

経損傷の高次脳機能評

価 

医学部・教授 柏 克彦 
顔面神経麻痺の治療反応

性の予測法の確立 

（変更の時期：平成 28 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

  該当なし  

 

旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

  該当なし  

（変更の時期：平成 27 年 1 月 27 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 
Harvard Medical Scｈool・ 
Instructor 

Sonia Pujol 

脳奇形児発達障害・産

後うつ病の予測法の確

立 
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旧 
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

7T MRI による中枢神経

SLE 脳微小血管病変の解

析 

医学部・教授 山内 広平 
血管炎による高次脳機能

障害の予測・予防法の確立 

（変更の時期：平成 29 年 4 月 1 日） 

 

 

新 
変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

 医学部・教授 前門戸 任 

血管炎による高次脳機

能障害の予測・予防法の

確立 

 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

現代社会の急激な高齢化と複雑化に伴い、認知症やうつ病など高次脳機能・精神機能に関わる疾

患が社会問題となっている。国民の脳と心の健康の維持増進には、これらの疾患の病態解明のみなら

ず予防や早期治療介入が必須であり、低侵襲発症前・早期診断法の確立が急務である。そこで我々

は、高磁場 MRI の先駆的学際研究機関である優位性を活かし、国内に数台しか無い最新鋭超高磁

場7テスラMRI装置による先進イメージングを主軸に、分子・細胞・組織レベルの異分野研究を統合す

ることで、1)脳血管・血管壁、2)脳循環代謝、3)脳微細構造、4)全脳機能のイメージングによる介入的

研究拠点を構築する。 

本研究によって、基礎医学、臨床医学、脳科学単独では困難であった種々の脳・精神疾患の超早

期診断法の確立に関する領域横断型研究を推進し、脳と心の病の先制医療に直結する先駆的知見

を創出することで、認知・精神機能の健康向上に寄与することを目的とする。 

 

（２）研究組織 

研究代表者の研究統括の下、医学部・歯学部・薬学部・医歯薬総合研究所・教養教育センターに

所属する 21講座・分野の基礎・臨床系研究者を中心に、国内外の学外研究者を加えた学部横断的な

研究グループ「7T ニューロイメージングﾞプロジェクト推進委員会」(Core of Multidisciplinary Research 

for Medical Imaging 2: cMRI2)を組織し、4テーマごとに学際的研究チームを編成した。 

 

1. 微細脳血管・血管壁病変への多角的画像アプローチによる認知・精神機能障害の機構解明と予

防への展開 (人見リーダー、齋野、山内、佐藤(宏)、駒野、佐藤(英)、他) 

2. 無侵襲脳循環代謝計測の高精度化による脳・心・血管疾患治療における高次脳機能の回復と温

存法の確立 (小笠原リーダー、石垣、坪井、小山、亀井、工藤, 他) 

3. 複合的先進機能イメージングによる脳・精神疾患の包括的超早期診断法の確立と早期治療介入

への活用 (寺山リーダー、滝川、小山、大塚、別府、Pujol、他) 

4. 超高磁場機能的MRIによる網羅的全脳解析を用いた高次脳機能・精神機能の解明と臨床ツール

への発展 (佐々木リーダー、平、佐原、小林、四戸、千葉、宮内、杉田、他) 

 

推進委員会を組織し、定例会議を毎月開催して、研究代表者・チームリーダーの指導下にチーム

間・テーマ間・研究者間で研究計画や達成状況に関する情報共有・意見交換・進捗管理を行って、円
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滑な共同研究推進に努めた。また共同研究機関と密に連携して研究を進めた。 

若手研究者養成のため、ポスト・ドクター2名を採用して on-the-job trainingを実施し、大学院生の研

究指導を行うとともに、プロジェクト推進委員会のオブザーバとして参画させた。また、若手研究者を主

な対象とした講習会・セミナー・講演会などを多数開催した。 

 

（３）研究施設・設備等 
以下の研究装置・設備を利用し研究を推進した。 

1．研究用超高磁場７テスラMRI装置（利用時間数：24時間/日（被検体数件 10.2件/週）） 

2．fMRI用音/画像刺激呈示装置（利用時間数：24時間/週（被検体数 2.3件/週）） 

3．全身麻酔装置（利用時間数：0.71時間/週、利用延べ人数：90人） 

4．MRI室用モニタシステム（利用時間数：2.36時間/週、利用延べ人数：438人） 

5．サイドカー付き輸液ポンプ（利用時間数：0.71時間/週、利用延べ人数：130人） 

6．MRI用造影剤自動注入装置（利用時間数：0.35時間/週、利用延べ人数：84人） 

7．７TMRI小動物用コイル（利用時間数：24時間/週、（被検体数 0.5件/週）） 

8．3テスラMR イメージング装置（利用時間数：24時間/日（被検体数 5.7件/週）） 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 

7Tニューロイメージングﾞプロジェクト推進委員会が主体となって、4つの主要研究テーマについて領

域横断的研究を推し進め、以下のような研究成果を挙げた。 

 

研究テーマ① 微細脳血管・血管壁病変の多角的イメージング 

1) 脳動脈硬化の無侵襲高精度リスク評価法の開発では、独自の血管壁イメージングを確立し、頸

部・頭蓋内動脈硬化の無侵襲高精度リスク評価を可能とするとともに、動脈硬化の質的診断マー

カーを同定した。具体的な成果は以下の通りである。 

(1) 独自の高コントラスト 3Dプラークイメージング法および 3D造影超音波法を確立し、頸動脈狭窄

患者における病理所見と比較し、脂質・出血性の不安定プラークを高精度に識別可能であるこ

と、抗血小板薬による薬剤効果のモニタリングが可能であること、術中塞栓を予測可能であるこ

とを明らかにした。(達成度 100%)*1 

(2) 同法を頭蓋内主幹動脈に応用し、椎骨脳底動脈解離による血管狭窄や壁内血腫など解離腔

を直接評価可能であること、急性期脳梗塞患者において患側プラークが高信号を呈すること、

アテローム血栓性梗塞では高信号と造影効果を認めることを明らかにした。(達成度 100%)*2 

(3) 7T 高解像度 MRA を用いて、LSA 領域の急性期非心原性脳梗塞患者における LSA の閉塞

所見及び再開通所見の評価が可能であること、責任 LSA 閉塞では梗塞巣の広がりが大きいこ

とを明らかにした。(達成度 100%)*3 

(4) 頸動脈硬化の質的診断マーカーとして C3（H2O）を同定し、その測定系を開発した。本開発品

については特許出願した。(達成度 80%)*4 

2) 脳微細血管障害の可視化と病態解明では、高解像度MRI/MRA撮像法やエネルギー弁別CTを

確立し、脳梗塞や血管炎における頭蓋内微細動脈の硬化性変化や炎症性変化の可視化に成功

した。具体的な成果は以下の通りである。 

(1) 中枢神経ループスにおいて、7T高解像度T1強調画像で脳血管内微小血栓や炎症と考えらえ

る異常信号・造影効果を高頻度に認めた。(達成度 100%)*5 

(2) 2 型糖尿病において、7T 高解像度 MRA で頭蓋内微細動脈硬化性変化を高頻度に認め、特

に n-3系不飽和脂肪酸が低値例に多く認めた。(達成度 90%)*6 
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(3) 家族性高コレステロール血症において、7T 高解像度画像で側脳室周囲病変や深部白質病変

を高頻度で認め、そのグレードが上がるにつれて BMI・血圧・トリグリセライドなどのアテローム

性動脈硬化症の危険因子が悪化した数値を示すことを明らかにし、持続的に上昇した LDL コ

レステロールが脳血管障害に関連すること見出した。(達成度 90%)*7 

(4) 独自に開発した選択的 MRA 法により、頸部頸動脈狭窄症におけるウィリス動脈輪を介した側

副血行路の無侵襲判定法を確立し、本手法を製品搭載した。(達成度 100%)*8 

(5) 脳動脈瘤、島弁蓋膠腫において、7T高解像度MRAによって視床下部動脈、長島動脈などの

微細動脈を初めて明瞭に描出し、臨床的意義を明らかにした。(達成度 90%)*9 

(6) 種々の X 線検出器とフォトンカウンタを用いたエネルギー弁別 CT を開発し、ヨウ素や Gd を用

いた Kエッジ撮影よる微小血管可視化を実現した。(達成度 100%)*10 

3) 数値流体力学解析を用いた脳血管病変の画像解析では、高解像度 MRA による微細血管での

解析手法を確立し、脳穿通動脈や頸部動脈の壁剪断応力異常の検出に成功した。具体的な成

果は以下の通りである。 

(1) 7T 高解像度 MRA を用いて、脳穿通動脈の数値流体力学解析手法を初めて確立した。本手

法を急性期脳梗塞に適用し、患側穿通動脈の壁剪断応力が低値を示すことを明らかにした。

(達成度 90%) 

(2) 頸部頸動脈狭窄に適用し、壁剪断応力が術中微小塞栓の発生に関連していること、壁剪断応

力とプラークイメージングを組み合わせることにより術中微小塞栓の出現の術前予測精度を向

上できることも明らかにした。(達成度 100%)*11 

(3) 未破裂脳動脈瘤における非造影MRAでの数値流体力学解析結果が、通常 CFDの元画像と

して用いられる CTAでの結果と良好な相関と一致性が見られ、MRAによる無侵襲な脳動脈瘤

破裂リスク予測が可能であることを明らかにした。(達成度 90%) 

4) 脳血管の発生・収縮・酸素分圧受容機構の解明では、基礎研究によって脳血管特有の発生過

程、セロトニン収縮応答性の動静脈差異、上頸神経節・頸動脈小体の制御機構を明らかにした。

具体的な成果は以下の通りである。 

(1) ゼブラフィッシュを用いた血管発生の解析によって、脳血管が体幹部や鰓弓動脈とは独立した

脈管からの血管新生で形成されることを明らかにした。また、眼球形成領域の血管系の詳細な

形成過程を初めて解明した。さらに、遺伝子改変マウスを用いた頭部血管発生機構の解析に

より、咽頭弓動脈とは独立して発生した血管内皮前駆細胞の存在を明らかにした。(達成度

90%)*12 

(2) 眼球の毛様動脈と渦状静脈ではセロトニンによる収縮応答性が異なること、上頸神経節の衛星

細胞に下垂体アデニル酸シクラーゼ活性化ポリペプチド受容体が存在すること、頸動脈小体の

P2X 陽性感覚神経終末はⅠ型細胞由来 ATP を多様な末端部で受容していること、副腎髄質

細胞の興奮はセロトニン 1A受容体を介してセロトニンによって抑制的に調節されていること、脳

血管の反応性において微量アミン関連受容体が脳血管に発現していることを明らかにした。

（達成度 100%）*13 

 

2. 無侵襲脳循環代謝計測法の高精度化 

1) 低侵襲脳血流解析法の精度向上では、独自の解析アルゴリズムによる灌流指標の精度向上を達

成するとともに、各種アルゴリズムにおける脳腫瘍の悪性度識別能を明らかにした。具体的な成果

は以下の通りである。 

(1) 独自のベイズ推定法による血管内トレーサ解析アルゴリズムを用い、デファクトスタンダードであ

る Tmax を遅延時間と平均通過時間から正確に算出する方法を確立し、商用ソフトウェアに実
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装した。（達成度 100%）*14 

(2) 神経膠腫悪性度の識別能は、ソフトウェアごとに適切なカットオフ値を決定することにより、どの

ソフトウェアでも同等精度で悪性度を推定可能であることを明らかにした。（達成度 100%）*15 

2) 無侵襲脳酸素代謝計測法の確立では、磁化率定量値から脳酸素摂取率高精度かつ無侵襲に

算出する独自の手法を確立し、その精度検証を実施するとともに脳血管種々の術中/術後合併症

予測能を明らかにした。また、拡散 MRI の微小灌流情報から脳血液量を無侵襲計測する手法を

確立した。具体的な成果は以下の通りである。 

(1) 貧困灌流を示す指標である脳酸素摂取率(OEF)を定量的磁化率マップ(QSM)を用いて計測す

る手法を開発し、その精度向上法を確立した。慢性脳虚血患者を対象に本手法の精度検証を

実施し、gold standardである PET と良好な相関があること、血行再建術後の過灌流障害を予測

可能であること、アセタゾラマイド負荷直後の脳血流変化を検出可能であることを明らかにし

た。また、安静と負荷の 2 時点間における磁化率強調画像の差分から OEF 変化を検出する手

法を開発し、鎮静薬の効果を無侵襲にモニタリング可能であることを明らかにした。(達成度

100%)*16 

(2) 拡散MRIの IVIM解析ソフトウェアを開発し、脳血液量の無侵襲計測を試みた。本手法を慢性

脳虚血患者に適用し、軽微な脳血液量の変化を検出可能であることを明らかにした。（達成度

80%） 

3) 外科手術による認知機能改善・悪化の予測・予防法の確立では、複数の先端脳循環代謝検査や

拡散MRIを用い、脳血管・心大血管外科手術による認知機能改善・悪化の予測・予防能を明らか

にした。具体的な成果は以下の通りである。 

(1) 各種脳循環代謝検査を用いた検証では、FDG-PET による脳代謝変化で術後認知機能変化を

予測可能であること、ECD-SPECT による大脳・小脳半球左右比の組み合わせにより貧困灌流

を高い精度で検出可能であること、Iomazenil-SPECT によって高血圧性被殻・視床出血症例に

おける転帰予測が可能であること、MRA の中大脳動脈の信号強度を計測することにより術後

過灌流が予測可能であること、MRAとアセタゾラミドSPECTを併用することにより過灌流発生の

予測精度を高めることが可能であること、FRP170-PET によって慢性脳虚血の貧困灌流領域に

おいて機能を停止しているが viable である低酸素組織が存在すること、術後灌流回復に伴い

低酸素組織が減少した患者では認知機能が改善傾向を示すことを明らかにした。 (達成度

100%)*17 

(2) 拡散 MRI によって慢性脳虚血における大脳皮質・白質の可逆的微細障害や体外循環による

心・大血管手術術後の一過性大脳白質微細障害を検出可能であることを明らかにした。また、

術前に存在する大脳深部白質病変は術後認知機能改善の抑制因子であることを明らかにし

た。(達成度 90%) 

 

3. 複合イメージングによる脳・精神疾患の超早期診断 

1) 拡散画像・神経メラニン画像を用いた認知症・白質障害・神経疾患の早期病変検出法の確立で

は、種々の脳・精神疾患の拡散指標や診断能を明らかにするとともに、アルツハイマー病(AD)に

おける Aβ蓄積分子機構を解明した。具体的な成果は以下の通りである。 

(1) 高解像度 DTI と神経メラニン MRI を用いた軽度認知障害における早期微細変化についての

検討では、AD 移行例で帯状束海馬傍回部における拡散指標の有意な異常を認めること、青

斑核 NA 神経細胞の変性素見を認めることを明らかにした。また、パーキンソニズムを主症状と

するパーキンソン病、多系統萎縮症、進行性核上性麻痺についての検討では、これらの疾患

の高精度鑑別が可能であることを明らかにした。 (達成度 100%)*18 
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(2) 一酸化炭素中毒における拡散指標・温度指標を確立し、急性期・亜急性期では脳温が高いこ

と、遅発性中枢神経障害患者では正常脳温であるが代謝低下に伴う灌流低下が起きているこ

とを明らかにした。さらに、血中酸化ストレスマーカーの定量評価を行い、白質障害の軽減に有

効な抗酸化剤の投与基準の確立を図った。(達成度 100%)*19 

(3) アルツハイマー病における Aβ 蓄積分子機構について検討し、アンギオテンシン受容体が Aβ

産生を制御していること、アンギオテンシン変換酵素は Aβ42→Aβ40 変換活性を有しているこ

と、Aβ 変換活性が Aβ 沈着および神経細胞死を抑制していること、鉄摂取によって脳内の Aβ

沈着が抑制される可能性を見出した。(達成度 100%)*20 

2) 次世代拡散・磁化率画像による神経疾患の早期診断法の確立では、各種イメージングを組み合

わせた自動解析法を確立し、種々の脳・精神疾患の早期診断能を明らかにした。具体的な成果は

以下の通りである。 

(1) 拡散尖度画像と定量的磁化率マッピングを組み合わせた自動定量解析法を新たに確立すると

ともに、撮像パラメータの最適化により高精度でかつ短時間に取得可能な撮像法を開発した。

(達成度 100%)*21 

(2) 本手法を用いて、パーキンソン病・多系統萎縮症・進行性核上性麻痺のパーキンソン症候群に

おいて脳幹の軽微な拡散異常と基底核の組織内鉄沈着が生じていること、特に被殻後部を指

標とすることでこれら疾患の高精度に早期鑑別が可能であることを明らかにした。また、多系統

萎縮症・皮質性小脳萎縮症・遺伝性脊髄小脳変性症の小脳失調症では、橋横走線維・中小脳

脚・小脳に拡散指標の変化が生じていること、特に橋横走線維を指標とすることで鑑別可能で

あることを明らかにした。さらに、筋萎縮性側索硬化症では、錐体路と運動野に微細変化が生じ

ており、この部位を指標とすることで早期検出が可能であることを明らかにした。偏頭痛では、セ

ロトニン疼痛抑制系である中脳水道周囲灰白質の微細変化が生じることを明らかにした。上記

の他に、機能性消化管障害および炎症性腸疾患における脳微細変化が検出可能であることを

明らかにした。(達成度 90%)*22 

3) 神経メラニン画像・拡散画像・構造画像による精神疾患の画像マーカーの確立では、種々の疾患

における神経メラミン濃度や拡散指標、形態の変化を明らかにした。具体的な成果は以下の通り

である。 

(1) 統合失調症において中脳腹側被蓋野 DA 神経細胞の神経メラニン濃度が低下し陽性症状と

負の相関があることを明らかにした。(達成度 100%)*23 

(2) 特発性正常圧水頭症(iNPH)に特徴的な脳変形を定量可能なこと、iNPH と類似疾患を極めて

高い精度で鑑別可能であることを明らかにした。(達成度 100%)*24 

(3) 産後うつでは、大うつ性障害には見られない特有の拡散指標の変化があることを明らかにし

た。(達成度 90%) 

4) 複合的 MRI・PET 検査による脳腫瘍の性状判定法の確立では、低酸素イメージングとアミノ酸代

謝イメージング、無侵襲脳血流イメージングを用い、脳腫瘍の質的診断・増殖・薬効判定能を明ら

かにするとともに、Gd ナノパーティクルが腫瘍造影効果を示すこと見出した。具体的な成果は以

下の通りである。 

(1) FRP170低酸素イメージングとmechionineアミノ酸代謝イメージングにおいて、神経膠芽腫にお

ける両トレーサの高集積部が同位置であることが示され、その部位にはある程度の代謝と増殖

能が保持された低酸素細胞が存在することを明らかにした。また、アミノ酸代謝イメージングによ

り膠芽腫治療薬 Bevacizumab による治療効果判定が可能であることを明らかにした。(達成度

100%)*25 

(2) arterial spin labeling (ASL)法を用いて、mechionine アミノ酸代謝イメージングと同様の信頼性
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で神経膠芽腫の薬効判定が可能であること、多血性脳腫瘍の無侵襲診断が可能であることを

示した。(達成度 100%)*26 

(3) 7T高解像度MRAでは微細動脈の描出に優れているが、特に中大脳動脈M2部から分岐する

long insular arteryの描出が島皮質や弁蓋部に位置する腫瘍の摘出術において有益な情報と

なりえることを示した(達成度 90%)。また、Gd ナノパーティクルによる腫瘍造影効果を動物実験

にて確認し、特に癌の栄養血管にて高い造影効果があることを明らかにした。(達成度 90%)*27 

 

4. 機能的MRIによる高次脳機能・精神機能の解明 

1) 鎮静時や覚醒水準における脳機能変化の解明では、プロポフォールにて記憶関連領域での一

過性健忘をもたらしうることを明らかにするとともに、7T 装置における脳波や心拍等を同時計測可

能な技術を開発した。具体的な成果は以下の通りである。 

(1) 機能的 MRIを用いてプロポフォールによる意識下鎮静時に海馬・腹外側前頭皮質などの記憶

関連領域での鎮静効果の延長が一過性健忘効果をもたらしている可能性を明らかにした。(達

成度 100%)*28 

(2) 覚醒水準の正確なモニタリングのために、7T装置における脳波・呼吸・心電図・皮膚電気反射

を同時計測可能なシステム、および心拍・呼吸に伴う動きを補正するシステムを開発した。この

システムを用いて、種々の感覚刺激および覚醒-睡眠時における青斑核と縫線核領域の明確

な賦活が非侵襲的に計測可能となった。(達成度 100%) 

2) 口腔機能回復が脳機能に及ぼす影響の解明では、咀嚼時の脳制御機構を明らかにするとと

もに、無歯顎患者において記憶・学習・認知関連部位の萎縮を認め、口腔機能回復によって同

部位の活動性上昇と高次脳機能改善が生じることを示した。具体的な成果は以下の通りである。 

(1) 機能的MRIを用いて、咀嚼運動では背外側前頭前野に伝わった感覚入力が随意運動の開始

トリガーとなること、小脳・大脳基底核が運動遂行に関わることを明らかにした。(達成度 90%) 

(2) 無歯顎患者では記憶・学習・認知に関与する脳部位(海馬・尾状核・紡錘状回)の有意な萎縮を

認めること、無歯顎患者に対し口腔機能回復を実施すると一次運動野・小脳の他に前頭前野・

海馬・紡錘状回で認知機能改善と関連した活動性上昇が認められることを明らかにした。(達成

度 100%)*29 

3) 五感が脳活動に及ぼす影響の解明では、ラットによる基礎研究にて人工甘味料と砂糖による味覚

刺激時に異なる脳活動変化が生じていることを示すとともに、ヒトによる機能的 MRI にて臭覚・味

覚の認識機構と視聴覚刺激の統合過程における脳活動を明らかにした。具体的な成果は以下の

通りである。 

(1) 人工甘味料とショ糖ではラット脳の異なる部位が賦活されることが明らかとなり、摂食行動変化と

の関連が示唆された。(達成度 90%) 

(2) 嗅覚刺激では梨状皮質の前部と後部が異なった脳領域と神経結合しており、匂い認識におい

て異なった役割を持つことを明らかにした。味覚刺激では島皮質、扁桃体、眼窩前頭皮質など

の味覚関連領域に賦活が見られることを明らかにした。音刺激に随伴した仮現運動刺激によっ

て運動残効の責任部位を明らかにした。(達成度 90%)*30 

4) MRSを用いた脳代謝機能変化の解明では、早産児におけるGABAが脳機能発達障害の指標と

なりうること、潜在性肝性脳症において代謝異常が既に発現していることを明らかにした。具体的

な成果は以下の通りである。 

(1) 早産児における MRS による経時的な計測では、NAA・グルタミン増加、コリン・ミオイノシトール

減少するのに対し GABA は安定して高値を示すこと、仮死児では正常基準値より大幅にグル

タミン減少とミオイノシトール増加し、重度脳性麻痩症例ではこの傾向がより強くなることを明ら
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かにした。(達成度 100%)*31 

(2) 潜在性肝性脳症における MRS では、顕著なグルタミン増加とミオイノシトール減少が認めら

れ、顕性脳症と同様の代謝異常が既に発現していることを初めて明らかにした。また、拡散尖

度画像により被殻に微細変化が生じることを明らかにした。(達成度 100%)*32 

5) 超高磁場MRI計測精度向上法の確立では、独自の 3次元ファントムによる汎用補正技術を開発

するとともに、7T-MRI において独自の 8 チャンネル RF 送信システムの計測精度向上と機能的

MRIの撮像条件の最適化を図った。具体的な成果は以下の通りである。 

(1) MRIにおける信号むらと幾何的歪みの補正を目的に、複数の磁場強度(0.4, 1.5, 3, 7T)の装置

に対応可能な後処理アルゴリズムと 3次元ファントムを独自に開発し、信号むらと歪みの定量化

と補正に成功した。(達成度 100%)*33 

(2) 7T-MRIにおいて独自の 8 チャンネル RF 送信システムによる局所磁場均一化を試み、呼吸停

止下較正スキャンや RF 波形制御によって均一性・再現性が向上することを明らかにした。(達

成度 90%)*34 

(3) 7T 機能的 MRIでは、脳賦活実験における課題の加算回数を 3T-MRI利用時より大きく減らし

ても十分な賦活が得られることを明らかにした。(達成度 90%) 

6) 超高磁場 MRI 撮像における安全性の確立では、7T-MRI での検査時における不快症状の程度

を調査するとともに、種々の体内金属の牽引・発熱を計測し、安全性を評価した。具体的な成果

は以下の通りである。 

(1) 7T 検査時の不快症状について大規模アンケート調査を行い、めまいが最も多く認められるが、

寝台移動の低速化によって従来よりも低率かつ軽微であることを明らかにした。 (達成度

100%)*35 

(2) 7Tにおける種々の歯科金属・脊椎固定金属の牽引・発熱について国際基準による測定を実施

し、安全性を確認した。チタン製脳動脈瘤クリップでは、各種形状でのアーチファクトの発生部

位・程度を詳細に評価した。(達成度 100%)*36 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

1. 独自の3次元プラークイメージング法によって、頸部動脈および頭蓋内主幹血管の動脈硬化性病

変の不安定性を高精度評価が初めて可能となった*1。 

2. 独自の高解像度 MRI・MRA によって、頭蓋内微細動脈の動脈硬化性・炎症性変化の描出や数

値流体力学解析が初めて可能となった*2,3,5-7。また、独自のエネルギー弁別 CT を開発した*9。 

3. 独自の脳循環解析法や無侵襲脳酸素代謝計測法によって、血管内トレーサ解析精度の大幅向

上と PET に匹敵する脳酸素摂取率の取得が初めて可能となり、術中/術後合併症や認知機能変

化の予測指標としての応用が可能となった*14-17。 

4. 独自の拡散尖度・磁化率・神経メラニン解析法によって、認知症・パーキンソニズム・失調症などの

神経難病の早期診断が初めて可能となるとともに、精神疾患などにおけるモノアミン系神経伝達

物質異常の評価が初めて可能となった*18-24。 

5. 独自のシークエンス改良・後処理・ファントムによるMRI画質向上法を確立することで、7T MRIの

画質と定量精度を大幅に向上することができた*33,34。 

 

 

＜課題となった点＞ 

1. 基礎医学研究室・7T MRI が矢巾新キャンパス、臨床医学研究室・3T/1.5T MRI が内丸旧キャン

パスに分かれており、共同研究に支障をきたしたが、定例テレビ会議・カンファランスをより充実さ
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せるとともに、共同研究部門である医歯薬総合研究所のスタッフが両キャンパスを頻繁に行き来

し、円滑な連携のさらなる推進を図った。 

2. 一部の研究課題において進捗状況が芳しくなく、十分な成果が挙がっていなかったが、プロジェ

クト推進委員会主導で研究チームの再編や研究計画の見直しを早急に実施し、進捗管理をより

厳密にすることで、研究期間最終年度には論文化に繋げることができた。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

推進委員会を組織し、月例会議において各研究者の研究進捗状況・論文執筆状況を報告して相

互評価するとともに、助言や共同研究の提案を相互に積極的に行った。また、各年度終了時に各自が

研究報告書を作成して自己評価を行うとともに、業績に応じて次年度研究費の傾斜配分を行った。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

学外有識者を含む全学研究推進委員会において、研究実施体制、進捗状況、研究成果に対する

外部評価を毎年実施し、推進委員会にフィードバックと指導を行った。また、超高磁場 MRI 利用委員

会を別途組織し、定例会議において設備/機器稼働状況に関する外部評価を行い、推進委員会にフィ

ードバックと指導を行った。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

本プロジェクト終了後も、1)当該研究施設・装置・設備、2)新たに見出してきた多くの医学的新知見、

3)独自に開発した種々の撮像法・解析法、4)積極的に培ってきた有機的な講座・学部横断的な研究

体制を活用した学際的研究拠点活動を継続していく予定である。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 

本研究プロジェクトの研究成果について、産学連携による製品化、技術移転、特許申請など多数の

副次的効果が以下の通り生じている。 

(1) 動脈壁肥厚の程度の検知方法*4  

発明者：人見次郎 他学外者、基礎出願：特願 2014-102917（出願日 2014/5/17）、国際出願：

PCT/JP2015/063511（出願日 2015/5/11）、国際公開：WO2015/178237（公開日 2015/11/26）、国内移

行：特願 2016-521042 

(2) 動脈狭窄の程度を検知する方法*4  

発明者：人見次郎 他学外者、基礎出願：特願 2016-071324（出願日 2016/3/31）、出願公開：特開

2017-181381（公開日 2017/10/5） 

(3) 磁気共鳴イメージング装置用ファントム*33  

発明者：山下典生 他学外者、基礎出願：特願 2014-239811（出願日 2014/11/27）、国際出願：

PCT/JP2015/083500（出願日 2015/11/27）、国際公開：WO2016/084964（公開日 2016/6/2）、国内移行：

特願2016-561972、技術移転：岩手県内企業1社へ実施許諾した。製品化し、複数の施設への販売実

績がある。 

(4) 脳血流の撮像におけるMRI装置の作動方法*37  

発明者：佐々木真理、工藤與亮、基礎出願：特願 2012-132134（出願日 2012/6/11）、出願公開：特

開 2013-255586（公開日 2013/12/26） 

(5) 磁気共鳴イメージング装置及びMRI画像作成方法 

発明者：佐々木真理、基礎出願：特願 2015-083501 （出願日 2015/4/15 ） 、国際出願：

PCT/JP2016/057105（出願日 2016/3/8）、国際公開：WO2016167047（公開日 2016/10/20）、国内移行：
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特願 2017-512229、技術移転：県外企業へ権利譲渡した。 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） 超高磁場 MRI         （２）  脳血管           （３）  脳循環代謝       

（４） 機能的 MRI           （５）  高次脳機能        （６）   精神機能        

（７） 脳神経疾患           （８）  精神疾患        

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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【主催セミナー・講演会】 

平成 26年度 

1) 平成 26年度 第 1回 7TMRI概要説明会・安全性講習会 

日時：平成 26年 5月 19日（月） 18：00～19:00 

場所：内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議室／矢巾キャンパス本部棟 4階中会議

室（TV会議システム中継） 

2) 平成 26年度 第 2回 7TMRI概要説明会・安全性講習会 

日時：平成 26年 5月 27日（火） 17：00～18:00 

場所：矢巾キャンパス本部棟 4階中会議室／内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議

室（TV会議システム中継） 

3) 第 1回 IMU脳画像解析セミナー「VBM／ROI解析を極める」 

日時：平成 26年 8月 30日（土） 10:45～18:00／31日（日） 8:45～15:30 

場所：矢巾キャンパス東講義実習棟マルチメディア教室 

1. VBM／ROI解析を極める 

山下典生（岩手医科大学 超高磁場MRI・診断病態研究部門 助教） 

4) 第 1回 cMRI2公開シンポジウム 

日時：平成 27年 2月 16日（月） 18：00～19：30 

場所：内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議室／矢巾キャンパス本部棟 4階中会議

室（TV会議システム中継） 

テーマ 「先進ニューロイメージングが切り開く新たな可能性」 

1. 血管壁イメージング 

(1) 頚動脈内膜剥離術中微小塞栓出現の術前予知：至適 MRIプラークイメージングの

検討 

佐藤由衣子（岩手医科大学 脳神経外科学講座 大学院生） 

(2) MR 3D vessel wall imagingを用いた中大脳動脈領域の急性期脳梗塞患者におけ

る血管壁病変の検討 

名取達德（岩手医科大学 内科学講座神経内科・老年科分野 助教） 

2. 脳血管イメージング 

(1) 突発性難聴における 7T-MRIを用いた内耳動脈の評価 

川岸和朗（岩手医科大学 耳鼻咽喉科学講座 助教） 

(2) 7 Tesla高解像度MRAによる脳微細穿通動脈の描出 
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原田太以佑（岩手医科大学 超高磁場MRI診断・病態研究部門 特別研究学生） 

3. 脳機能イメージング 

(1) 人工甘味料による味覚刺激時の脳活動変化－fMRIによるラット脳機能の解析－ 

近藤ゆき子（岩手医科大学 薬理学講座情報伝達医学分野 助教） 

(2) 噛み合わせの変化が脳機能応答に及ぼす影響 

小林琢也（岩手医科大学 補綴・インプラント学講座 講師） 

 

平成 27年度 

1) 平成 27年度 第 1回 7TMRI概要説明会・安全性講習会 

日時：平成 27年 4月 21日（火） 18：00～19:00 

場所：内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議室／矢巾キャンパス本部棟 4階大会議

室（TV会議システム中継） 

2) 平成 27年度 第 2回 7TMRI概要説明会・安全性講習会 

日時：平成 27年 4月 27日（月） 17：00～18:00 

場所：矢巾キャンパス本部棟 4階中会議室／内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議

室（TV会議システム中継） 

3) 第 2回 cMRI2公開シンポジウム 

日時：平成 27年 10月 19日（月） 18：00～19：30 

場所：内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議室／矢巾キャンパス本部棟 4階中会議

室（TV会議システム中継） 

テーマ 「臨床ニューロイメージングの最前線」 

1. 血管・血管壁イメージング 

(1) 7テスラMRAによるレンズ核線条体動脈の数値流体力学解析 

森太志（岩手医科大学 超高磁場MRI診断・病態研究部門 ポスト・ドクター） 

(2) 頸動脈内膜剥離術中の微小塞栓出現の術前予知：3D T1W MR plaque imaging 

による検討 

小笠原靖（岩手医科大学 脳神経外科学講座 大学院生） 

(3) 7 テスラ高解像度 MRA による急性期脳梗塞における外側線条体動脈と臨床症状

の推移 

大庭英樹（岩手医科大学 内科学講座神経内科・老年科分野 講師） 

2. 脳機能イメージング 

(1) 磁気共鳴分光法を用いた早産低出生体重児の γ-amino butyric acid （GABA） 

計測 

谷藤幸子（岩手医科大学 小児科学講座 大学院生） 

(2) 匂いの中枢機構－fMRIによる解析－ 

深見秀之（岩手医科大学 生理学講座病態生理学分野 助教） 

(3) 7テスラ定量的磁化率マップを用いた脳酸素摂取率の無侵襲計測 

上野育子（岩手医科大学 超高磁場MRI診断・病態研究部門 助教） 

 

平成 28年度 

1) 平成 28年度 第 1回 7TMRI概要説明会・安全性講習会 

日時：平成 28年 4月 19日（火） 18：00～19:00 

場所：内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階同窓会室／矢巾キャンパス本部棟 4階中会
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議室（TV会議システム中継） 

2) 平成 28年度 第 2回 7TMRI概要説明会・安全性講習会 

日時：平成 28年 4月 25日（月） 17：00～18:00 

場所：矢巾キャンパス本部棟 4階大会議室／内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議

室（TV会議システム中継） 

3) 第 3回 cMRI2公開シンポジウム 

日時：平成 29年 2月 20日（月） 17：00～19：00 

場所：内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議室／矢巾キャンパス本部棟 4階中会議

室（TV会議システム中継） 

テーマ 「次世代ニューロイメージングによるパラダイムシフト」 

1. 血管・血管壁イメージング 

(1) 3D T1強調MRプラークイメージングによる頸動脈プラーク性状の識別 

鳴海新介（岩手医科大学 内科学講座神経内科・老年科分野 助教） 

(2) 超高磁場 7テスラMRIを用いた 2型糖尿病患者の脳 Small Vessel Disease(SVD)

の評価 

八代諭（岩手医科大学 内科学講座糖尿病・代謝内科分野 大学院生） 

(3) 7 Tesla定量的磁化率マップ(QSM)を用いた OEF画像による頸動脈内膜剥離術後

過灌流の予知 

野村順一（岩手医科大学 脳神経外科学講座 大学院生） 

2. 脳機能イメージング 

(1) 拡散尖度画像を用いた心臓大血管手術後の大脳白質変化の検討 

坪井潤一（岩手医科大学 心臓血管外科学講座 助教） 

(2) 拡散尖度画像と定量的磁化率画像を用いたパーキンソン症候群の早期鑑別診断 

伊藤賢司（岩手医科大学 超高磁場MRI診断・病態研究部門 助教） 

(3) 鎮静法下における脳機能変化の検討 

四戸豊（岩手医科大学 口腔顎顔面再建学講座歯科麻酔学分野 講師） 

3. 特別講演 

(1) 視聴覚統合のメカニズム 

杉田陽一（早稲田大学文学学術院心理学教室 教授） 

4) LCModel説明会 

日時：平成 29年 3月 1日（水） 17：00～17：30 

場所：附属病院MRI操作室 

1. LCModelによるMRS解析 

上野育子（岩手医科大学 超高磁場MRI診断・病態研究部門 助教） 

 

平成 29年度 

1) 平成 29年度 7TMRI概要説明会・安全性講習会 

日時：平成 29年 4月 24日（火） 18：00～19:00 

場所：内丸キャンパス創立 60 周年記念館 10 階 会議室 / 矢巾キャンパス本部棟 4 階大会

議室（TV会議システム中継） 

5) 第 4回 cMRI2公開シンポジウム 

日時：平成 30年 2月 19日（月） 17：00～18：30 

場所：内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議室／矢巾キャンパス本部棟 4階中会議
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室（TV会議システム中継） 

テーマ 「多角的ニューロイメージングの近未来」 

1. 血管・血管壁イメージング 

(1) CFDを用いた頚動脈内膜剥離術中微小塞栓の術前予測 

大志田創太郎（岩手医科大学 脳神経外科学講座 大学院生） 

(2) LSA領域脳梗塞患者における 7T-MRIを用いた LSA再開通の検討 

鈴木隆史（岩手医科大学 内科学講座神経内科・老年科分野 大学院生） 

2. 脳機能イメージング 

(1) 脳機能イメージングを用いたミニマル肝性脳症の診断と病態解明の試み 

佐藤琢郎（岩手医科大学 内科学講座消化器内科肝臓分野 大学院生） 

(2) 義歯治療による咬合力の上昇が脳活動に及ぼす影響 

中里文香（岩手医科大学 補綴・インプラント学講座 大学院生） 

3. 複合イメージング 

(1) 脳体積解析による精神・神経疾患へのアプローチ 

山下典生（岩手医科大学 超高磁場MRI診断・病態研究部門 講師） 

(2) 膠芽腫における複合イメージングの応用 

別府高明（岩手医科大学 脳神経外科学講座 教授） 

 

平成 30年度 

1) 平成 30年度 7TMRI概要説明会・安全性講習会 

日時：平成 30年 5月 14日（月） 18：00～19:00 

場所：内丸キャンパス創立 60 周年記念館 10 階 会議室 / 矢巾キャンパス本部棟 4 階大会

議室（TV会議システム中継） 

2) cMRI2画像研究教育セミナー 

日時：平成 30年 11月 19日（月） 18：00～19：00 

場所：内丸キャンパス創立 60 周年記念館 10 階 会議室 / 矢巾キャンパス本部棟 4 階中会

議室（TV会議システム中継） 

1. 研究における生物統計の基礎と注意点について 

對馬栄輝（弘前大学大学院 保健学研究科総合リハビリテーション科学領域 准教授、

岩手医科大学 医歯薬総合研究所 臨床研究疫学研究部門 客員准教授） 

3) 第 5回 cMRI2公開シンポジウム 

日時：平成 31年 3月 18日（月） 17:00～19:00 

場所：内丸キャンパス創立 60周年記念館 10階会議室／矢巾キャンパス本部棟 4階中会議

室（TV会議システム中継） 

テーマ 「脳と心の健康のための異分野融合ニューロイメージング」 

1. 血管・血管壁イメージング 

(1) マウス頭部血管発生機構の解析 

村嶋亜紀（岩手医科大学 解剖学講座人体発生学分野 助教） 

(2) ラット頸動脈小体に分布する感覚神経終末の神経化学的特徴 

横山拓矢（岩手医科大学 解剖学講座細胞生物学分野 助教） 

2. 脳循環・拡散イメージング 

(1) 7T MRI定量的磁化率画像上におけるアセタゾラマイド負荷直後の経時的脳血流

変化を用いた慢性血行力学的脳虚血の重症度別検出 
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藤本健太郎（岩手医科大学 脳神経外科学講座 大学院生） 

(2) 拡散尖度画像を用いた産後うつ病の脳内イメージング 

佐々木由梨（岩手医科大学 産婦人科学講座 助教） 

3. 脳機能イメージング 

(1) 口腔機能の変化が高次脳に及ぼす影響 

久保田将史（岩手医科大学 補綴・インプラント学講座 助教） 

(2) fMRIを用いてヒト顎運動の制御機構にどこまで迫れるか？ 

佐原資謹（岩手医科大学 生理学講座病態生理学分野 教授） 

4. 特別講演 

(1) TRIPOD声明を踏まえた判別・予測モデルの構築 

高橋史朗（岩手医科大学 教養教育センター情報科学科医用工学分野 教授） 

 

【共催セミナー・講演会】 

平成 26年度 

1) 第 42回岩手脳神経外科談話会 第 1回 cMRI2講演会 

日時：平成 26年 5月 30日（金） 19：00～ 

場所：盛岡グランドホテル 

1. くも膜下出血急性期管理の問題点と脳動脈瘤手術 

大熊洋揮（弘前大学大学院医学研究科脳神経外科学講座 教授） 

2) 第 43回岩手脳神経外科談話会 第 2回 cMRI2講演会 

日時：平成 26年 10月 31日（金） 19：00～ 

場所：盛岡グランドホテル 

1. 頭蓋内深部腫瘍に対する内視鏡手術 

齋藤清（福島県立医科大学脳神経外科学講座 主任教授） 

 

平成 27年度 

1) 第 44回岩手脳神経外科談話会 第 3回 cMRI2講演会 

日時：平成 27年 5月 22日（金） 19：00～ 

場所：盛岡グランドホテル 

1. 脳腫瘍の手術と私のキャリアパス 

上羽哲也（高知大学医学部脳神経外科 教授） 

2) 第 45回岩手脳神経外科談話会 第 4回 cMRI2講演会 

日時：平成 27年 11月 6日（金） 19：00～ 

場所：盛岡グランドホテル 

1. ITへの興味を脳神経外科手術と教育に生かす 

伊達勲（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科脳神経外科学 教授） 

 

平成 28年度 

1) 第 46回岩手脳神経外科談話会 第 5回 cMRI2講演会 

日時：平成 28年 5月 12日（木） 19：00～ 

場所：盛岡グランドホテル 

1. グリオーマ治療の現状と課題 

成田善孝（国立研究開発法人国立がん研究センター中央病院脳脊髄腫瘍科 科長） 
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2) 第 47回岩手脳神経外科談話会 第 6回 cMRI2講演会 

日時：平成 28年 10月 20日（木） 19：00～ 

場所：LiRiO3階イベントホール 

1. ビソノテープの使用経験 

岩間亨（岐阜大学大学院医学系研究科脳神経外科学 教授） 

 

平成 29年度 

1) 第 48回岩手脳神経外科談話会 第 7回 cMRI2講演会 

日時：平成 29年 5月 19日（金） 19：00～ 

場所：盛岡グランドホテル 

1. 頭蓋頸椎移行部病変に対する手術戦略 

中瀬裕之（奈良県立医科大学脳神経外科 教授） 

2) 第 49回岩手脳神経外科談話会 第 8回 cMRI2講演会 

日時：平成 29年 10月 5日（木） 19：00～ 

場所：盛岡グランドホテル 

1. 内視鏡下経鼻頭蓋底手術の最前線 

阿久津博義（筑波大学医学医療系脳神経外科 講師） 

 

平成 30年度 

1) 第 50回岩手脳神経外科談話会 第 9回 cMRI2講演会 

日時：平成 30年 5月 24日（木） 19：00～ 

場所：盛岡グランドホテル 

1. 脳機能温存を狙った右前頭葉グリオーマの手術戦略 

中田光俊（金沢大学医薬保健研究域医学系脳・脊髄機能制御学 教授） 

2) 第 51回岩手脳神経外科談話会 第 10回 cMRI2講演会 

日時：平成 30年 10月 5日（金） 19：00～ 

場所：盛岡グランドホテル 

1. ゲノム情報に基づいた悪性脳腫瘍の治療戦略 

吉本幸司（鹿児島大学大学院医歯学総合研究科脳神経外科学 教授） 

 

１４ その他の研究成果等 

1) 独自に開発した以下の処理ワークフローやツールボックスを webページで広く公開した。 

1. MRI画像の信号不均一補正法のマニュアルとMATLAB スクリプトファイル*33 

2. SPMを用いた画像統計解析における共変量調整ツールボックス(iVAC)*24 

2) ナショナルバイオリソースプロジェクトにメダカ血管系の解剖アトラスを提供し、web ページで広く公

開した。 

1. https://shigen.nig.ac.jp/medaka/medaka_atlas/ 

3) 企業との連携を積極的に進め、以下の実績を上げた。 

1. Olea Medical社(フランス)と共同開発したベイズ推定法による灌流指標算出アルゴリズムを同

社のソフトウエア(OleaSphere)に実装し FDA認可を得た*14。 

2. 日立製作所と共同開発した、選択的MRA法、拡散尖度画像算出法、定量的磁化率画像算

出法を同社のMRI装置に実装・販売するとともに、ソフトウェアを他の研究機関に配布して産

学共同研究を推進した*8,21。 



（様式 2） 

 

法人番号 031001 

プロジェクト番号 S1491001 

 

3. GE Healthcare 社と共同で 7T 装置における MTC 印加シークエンスの開発や多チャンネル

RF送信技術の開発を実施した*34。 

4. 地元企業と共同で開発したMRI精度管理用 3次元ファントムと専用ソフトウェアを販売し、複

数の国内研究機関に納品した*33。 

5. BrainProducts社と共同で 7Tにおける脳波同時計測技術を確立した*30。 

4) アウトリーチ活動として、超高磁場先端 MRI 研究センター既設の 7T-MRI 装置の一般公開や、

7T-MRIを利用した研究について一般公開のシンポジウム等で紹介した。 

1. 本学オープンキャンパスにて、7T-MRI装置の一般公開を行った（毎年 7月末に実施） 

2. いわてサイエンスシンポジウムにて 7T-MRIを利用した研究の紹介ポスターを一般展示（平成

28年 7月 18日いわて県民情報交流センターにて開催） 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 

該当なし 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 

該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 

該当なし 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 

 

該当なし 
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１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

4363

雑費 189 論文掲載料 189 論文掲載料

1,746

超高磁場先端MRI研究センター 平成23年度 837㎡

0

1,746

学内1人、学振1人　1,746分析・解析業務等

英文校正料、振込手数料、機器保守料

実体顕微鏡用ｺﾝﾄﾛｰﾗｰ修理

10,215

補助主体

積　　算　　内　　訳

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成
私学助成

補助主体

私学助成

大学負担
(リース)

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）
直腸ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ検査機器、ﾋﾞﾃﾞｵ画像行動解析装置 他

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター 1,746

計

計

10,215

分析・解析用機器　他10,215 10,215

46,233

機器修理費 146

46,233

英文校正、機器保守

交通費 917

3,033

119

15,613

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出
各種抗体・血清・酵素類、各種ｷｯﾄ類　他
超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ電気料

支　出　額

実験試薬・器具、その他

電気料

（情報処理関係設備）

185.5 7,3501 4,900

7TMR小動物用ｺｲﾙ 平成22年度 COIL-60,COIL-75 1 180 13,650 9,100

ｻｲﾄﾞｶｰ付き輸液ﾎﾟﾝﾌﾟ 平成21年度

8,925 5,950
MRI室用ﾓﾆﾀｼｽﾃﾑ 平成21年度 Si-W1411806(E/S/N/C) 1 613.5 7,350 4,900

平成21年度

8,400VisuaStim-3D 1 24fMRI用音/画像刺激呈示装置 平成21年度

ｴｽﾃｨﾊﾞ/5MRI 1 185全身麻酔装置

(被検体数2.3件/週)

138,600

12,600

1

13テスラMRｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ装置 平成25年度 TRILLIUM OVAL

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

平成21年度研究用超高磁場７テスラMRI装置

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

24 321,771
（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費 補助金額

697,092

事業経費施　設　の　名　称

計

MRI用造影剤自動注入装置

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

機器修繕費

報酬・委託料

146

論文別刷料

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
15,613

論文別刷料
917 研究ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ運送費（医大⇔超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ

金　　額

26,216

研究支援推進経費

26,216

光　熱　水　費

119

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

3,033

26

（研究設備）

整備年度

計

通信運搬費

年　　　度

大学負担

(被検体数10.2件/週）

(被検体数5.7件/週）

平成21年度 ｿﾆｯｸｼｮｯﾄ GX 1 91 3,570

24



（様式2）

031001法人番号

  平成 年度

  平成 年度

研究支援推進経費

計 3,520 3,520

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 3,520 分析・解析業務等 3,520 学内1人、学振1人　

計 9,554 9,554

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 9,445 分析・解析用機器　他 9,445 大容量ｽﾄﾚｰｼﾞｼｽﾃﾑ、学術研究・画像編集・文書作成用端末 他

図　　　　書 109 参考書籍 109 7.0Tesla MRI Brain Atlas

計 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

機器修繕費 940 機器修理費 940 RCM Laser、超純水製造ｼｽﾃﾑ修理　他

計 48,061 48,061

報酬・委託料 3,103 英文校正、機器保守 3,103 英文校正料、振込手数料、機器保守料

雑費 696 論文掲載料 696 論文掲載料

印刷製本費 80 論文別刷料 80 論文別刷料、UV印刷

旅費交通費

光　熱　水　費 17,246 電気料 17,246 超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ電気料

通信運搬費 1,193 交通費 1,193 研究ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ運送費（医大⇔超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,803 実験試薬・器具、その他 24,803 各種抗体・血清・酵素類、各種ｷｯﾄ類　他

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研究支援推進経費

計 3,504 3,504

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 3,504 分析・解析業務等 3,504 学内1人、学振1人　

計 11,726 11,726

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 11,683 分析・解析用機器　他 11,683 ｻｰﾊﾞｰGen8、ﾃﾞｰﾀ収集・解析ｼｽﾃﾑWorkstation 他

図　　　　書 43 参考書籍 43 耳科手術のための中耳・側頭骨3D解剖ﾏﾆｭｱﾙ 他

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

機器修繕費 207 機器修理費 207 ｸｱｯﾄﾞｺﾝﾊﾟﾚｰﾀｰ、ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ修理

計 47,006 47,006

報酬・委託料 3,383 英文校正、機器保守 3,383 英文校正料、振込手数料、機器保守料

雑費 60 論文掲載料 60 論文掲載料

旅費交通費

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 23,345 実験試薬・器具、その他 23,345 各種抗体・血清・酵素類、各種ｷｯﾄ類　他

光　熱　水　費 18,534 電気料 18,534 超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ電気料

通信運搬費 1,477 交通費 1,477 研究ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ運送費（医大⇔超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ

印刷製本費



（様式2）

031001法人番号

  平成 年度

  平成 年度

研究支援推進経費

ポスト・ドクター 3,527 分析・解析業務等 3,527

計 3,527 3,527

リサーチ・アシスタント

学内1人、学振1人　

計 9,802 9,802

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 9,802 分析・解析用機器　他 9,802

図　　　　書 参考書籍

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

機器修繕費 43 機器修理費 43 RCM Laser、超純水製造ｼｽﾃﾑ修理　他

計 47,333 47,333

報酬・委託料 4,674 英文校正、機器保守 4,674 英文校正料、振込手数料、機器保守料

雑費 368 論文掲載料 368 論文掲載料

印刷製本費 113 論文別刷料 113 論文別刷料、UV印刷

旅費交通費 982 交通費 982 研究ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ運送費（医大⇔超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ

光　熱　水　費 16,549 電気料 16,549 超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ電気料

通信運搬費 1 通信費 1 レターパック

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,603 実験試薬・器具、その他 24,603 各種抗体・血清・酵素類、各種ｷｯﾄ類　他

年　　　度 30

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研究支援推進経費

計 3,521 3,521

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター 3,521 分析・解析業務等 3,521 学内1人、学振1人　

計 9,825 9,825

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

教育研究用機器備品 9,825 分析・解析用機器　他 9,825 ハイドロゲル重合システム、顕微鏡用フィルター励起システム　他

図　　　　書 参考書籍

計 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

（兼務職員）
教育研究経費支出

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出

機器修繕費 168 機器修理費 168 RCM Laser、超純水製造ｼｽﾃﾑ修理　他

計 46,361 46,361

報酬・委託料 4,042 英文校正、機器保守 4,042 英文校正料、振込手数料、機器保守料

雑費 1,275 論文掲載料 1,275 論文掲載料

印刷製本費 18 論文別刷料 18 論文別刷料、UV印刷

旅費交通費 999 交通費 999 研究ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ運送費（医大⇔超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ

光　熱　水　費 16,069 電気料 16,069 超高磁場先端MRI研究ｾﾝﾀｰ電気料

通信運搬費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 23,790 実験試薬・器具、その他 23,790 各種抗体・血清・酵素類、各種ｷｯﾄ類　他

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容


